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Aminosidineの 臨 床 成 績

生亀芳雄 工藤三郎 ・鈴木 滋・小川秀弥

関東逓信病院泌尿器科

Lは じ め に

Aminosidineは1959年 にFarmitalia研 究 所 でStre-

Ptomyceschrestomiceticusか らつ く られた 寡 糖 体 抗 生 物 質

で 広 い 抗 菌 スベ ク トラ ムを 有 して い る。

尿 路 感 染 症 の お もな 起 炎 菌 に対 す る抗 菌 力 は大 腸 菌 に

対 して は2.6～17.2mcg,ブ ドウ球 菌 に対 して は01～

2.lmcg,変 形 菌 は6.2～8.4mcg,緑 膿 菌 に は28・Omcg

また ク レブ シエ ラ菌 には1.3mcgで あ る。

血 中 濃 度 は 人間 に350mgを 筋 注 した 場 合 に 注 射 後1

時 間 で79～11.9mcg,2時 間 で7.8～12.2mcgで あ

る。

臓 器 内 濃 度 は 腎 が 最 も高 く,つ い で 脳,肺,肝 とな

り,尿 中 回 収 率 は だ い た い50～70%で あ る。 以 上 の よ

うな 点か らみ てAminosidineは 尿路 感染 症 に対 し て 有

効 な抗 生 物 質 と思 わ れ る。

なお,マ ウ ス に対 す るLDseは 静 注 で0・1091kg,皮

下 お よび 経 口投 与 では そ れ ぞ れ1.069/kg,17.809/kg

で あ る。

臨 床 上 はStreptomycin,Kanamycinな ど と同様 に 腎

機 能 不 全 の もの に 使 用 す る場 合 は 充 分 注 意 しな け れ ば な

らず,ま た前 庭 機 能 へ の 副 作 用 に 注 意 しな け れ ぽ な らな

い とい わ れ て い る。

羅.臨 床 成 績 の 検 討

わ れわ れ は表1に 示 す よ うな 項 目に つ い て検 討 を加 え

たがその結果はあとで述べるとして,ま ず当院の泌尿器

科においては じめてAminosidineを 使用 したさい の成

績を簡単に報告する。

症例は表1の ごとく外来患者が10例,入 院患者が5

例の計15例 である。

疾患別にみると外来患者は,急 性膀胱炎が9例,急 性

前立腺炎が1例 で,起 炎菌は大腸菌7株,ク レブシエラ

菌,ブ ドウ球菌,連 鎖球菌が各1株 である。

これ らに対 し1日1回350mgを 筋注1～4日 間(平

均3日 間)行 なつた結果を表2の ような判定基準により

みると有効8例,や や有効1例(大 腸菌による急性膀胱

炎)で ある。ブ ドウ球菌による膀胱炎は治療により一時

は完全に治癒 したようにみえたがす ぐ再発を起こしてい

る。もちろんこの再発については治療日数も考慮しなけ

ればならないが,他 の例はいずれも再発をみていないの

で無効 として取扱つた。

副作用は嘔気を訴えたものが1例,発 疹を生 じたもの

が1例 あつた。なお使用期間が短いが使用前後の血液,

血 液化学には異常を認められる変動はなかつた。

次に入院患者は尿管結石などの術後腎孟腎炎が3例,

急性副睾丸炎 と神経因性膀胱炎が各1例 である。

起炎菌は神経因性膀胱炎がブ ドウ球菌で,他 のものは

すべてグラム陰性桿菌である。

入院患老に対しては1日 に350mgず つの筋注を2回

表1外 来患者に対するアミノサイジンの臨床的使用成績
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表2Disc感 受性(関 逓)

＼ 一 薬剤
＼ ＼SMCPTCKMAMD
へ

菌 種 ＼ ＼

大 腸 菌25株1313162115

G〈 一)桿 菌6〃21245

緑 膿 菌4〃00"001

変 形 菌2〃20022

〃 ブ シェ 璃1〃100022

＼ ・ 翻SMCPTCKMIAMD

菌種'＼1

連 鎖 球 菌5株lll43

ブ ド ゥ 球1菌5〃02022

行 なつた。

これらの成績は5例 の うち3例 が有効で,神 経因性膀

胱炎と術後腎孟腎炎の各1例 は無効であつた。

以上のような臨床的な効果に関する検討の他に,膀 胱

炎患者か ら分離 した大腸菌についてBiophotometerを 使

用し,そ の増殖曲線を記入 してAminos三dineの 抑欄作用

を調 らべたが,こ れについては後で述べることにする。

IILDisc感 受性の比較

当科の尿路感染症患者から分離 した グ ラム陰性桿菌

38株,陽 性球菌10株 について表2に 示したような5種

類の抗生物質についてその感受性を比較してみた。 この

結果からは,AminosidineはKanamycinと 同程度の感

受性を有 していることがわかる。

rv.Biophotometerに よる成績

大腸菌による急性膀胱炎の患者尿をBiophotometerを
ゑ

使用してその菌の増殖曲線を記録した1例 を示すと図1

の ようである。

Aminosidine注 射後30分,60分 の尿で菌の増殖が

完全に阻止されている。

図lBiophotometerに よ る 成 績
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V.お わ り に

1>抗 菌力,血 中濃度,臓 器内濃度,尿 中回収率,毒

性,副 作用について簡単な文献的考案を行なつた。

2)当 科における初期の臨床成績を報告した。

3)そ の有効率は単純な感染症で は 約73%,複 雑な

感染症の場合は約50%で あ るが,今 後,症 例をま

してさらに検討を加える。

4)副 作用は本剤の使用を中止 しなけれぽならないよ

うなものはなかつた。使用前後の血液,血 液化学に

も特別な変動はみられなかった。

5)SM,CP,TC,KM,AMDのDisc感 受性 を比

較 した結果,AMDはKMと 同 じような感受性で

ある。

6)Biophotometerを 使用 して大腸菌の増殖を完全に

阻止することをたしかめた。

7)単 独な感染症は本剤の1日350mg筋 注を4日 間

前後行なうことで治癒させることができる。
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A CLINICAL STUDY ON AMINOSIDINE

 YOSHIO  IKI, SABURO  KUDO, SHIGERU  SUZUKI  & HIDEYA OGAWA 
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 On the clinical application, we used the drug for cystitis, pyelonephritis and other urological infec-
tions. 
 About 73% of simple infections such as cystitis and about 50% of rather complicated infections such 

as neurogenic bladder and post-operative pyelonephritis obtained effective results. 
 No significant side effect was observed. About 48 strains were exmined for disc  sensitivity.  Arni-

nosidine and kanamycin were considered to have almost equal sensitivity. 
 Using biophotometer, growth inhibitory activity of the drug against E.  soli was studied.




